
平成２７年度　西成特区構想事業の進捗状況について 平成２７年９月末現在

◆「西成特区構想有識者座談会報告書」の提言の具体化

１．短期集中的な対策

事業名
27年度予算
（千円）

事業
実施担当

事業概要 備考

あいりん日雇労働者等
自立支援事業

522,115 福祉局

　あいりん地域の日雇労働者等に対して、緊急・一
時的な宿泊場所の提供、衛生改善と併せて生活相
談、健康相談等を通して必要な施策につなげるとと
もに、就労にむけて必要な技術を身につけるための
講習会の実施や就労機会の創出等、総合的な支援を
行うことにより自立支援を図る。

　事業を継続実施中 実施中

単身高齢生活保護受給
者の社会的つながりづ
くり事業

22,140 西成区

　単身高齢生活保護受給者に対して日中の居場所を
提供するとともに、生活支援及び社会参加のプログ
ラムを提供する。事業に参加することで健康で安定
した地域生活ならびに人との繋がりづくりを実現
し、生活自立・社会自立を促進し、さらには地域社
会への参加・社会貢献を推進する。

　あいりん地域のみならず、同様の需要がある区内生活
保護受給者を対象とし、業務を継続中。
　町会等の清掃活動やイベントへの参加など、プログラ
ムの幅を広げ、地域と連携した事業実施を図っていくと
ともに、地域のニーズと利用者のボランティア希望内容
とのマッチングを行う仕組みづくりについて事業者と協
議を進めている。

実施中

西成区保健福祉セン
ター分館　運営費

16,345 西成区
西成区北東部における福祉施策（生活保護業務）の
拠点として運用する。

　平成26年４月１日より西成区保健福祉センターと大阪
市立更生相談所を統合し、業務を行っている。

実施中

あいりんシェルターの
建替

46,332 福祉局

　萩之茶屋シェルターについては１階部分には居場
所としてのスペースを確保し、新あいりんシェル
ターとして建替を行う。新あいりんシェルターの供
用後、今宮シェルターについては解体を行う。

　平成27年８月、新あいりんシェルター宿泊棟設置作業
開始。同年12月竣工、同月末供用開始予定。

あいりん越年対策事業 23,422 福祉局

　あいりん地域に居住する単身日雇労働者（原則と
して40歳以上）であって、日雇労働者被保険者手帳
（白手帳）を所持する者及び正当な理由で白手帳を
所持できない者並びに高齢者特別清掃紹介整理票を
所持する者で年末年始に仕事を得られないため、自
ら食及び住を求めがたい者に対して、面接相談のう
え越年対策として緊急援護を行う。

　今年度は新あいりんシェルター及び三徳生活ケアセン
ターであいりん越年対策事業を行う。
　現在、関係機関と実施に向けて協議、調整中。

進捗状況

準備中



あいりん地域を中心と
した結核対策事業

62,170 西成区

　あいりん地域を中心とした結核事情の改善を図
り、平成29年までに、西成区及びあいりん地域にお
ける新登録結核患者数を半減させる。
　　　　　　　　 　平成21年　  平成29年（目標）
　　　西成区　　　　290人　　⇒　　145人以下
　　　あいりん地域  165人　　⇒　 　80人以下

・「西成特区結核健康診断業務」、「西成区あいりん地
域内結核対策事業」及び「あいりん結核患者療養支援事
業」について、継続実施中

・平成27年10月～分館ケースワーカーと共に、あいりん
地域内アパート管理人に対する結核健診受診勧奨の協力
依頼を行い、健診未受診者に対して受診を呼びかけてい
く。

実施中

医療相談事業（生活保
護受給者）

6,476 西成区

非常勤嘱託職員の精神保健福祉士及び薬剤師を１名
ずつ雇用し、効果的に主治医と連携しつつ、適切な
受診方法、過剰服薬による副作用等を被保護者に意
識してもらうことにより、在宅での医療扶助の適正
な給付に繋げていく。また、精神疾患等により長期
に入院している被保護者の退院促進を行うことによ
り、人権擁護及び扶助費の適正化を図る。

精神保健福祉士と薬剤師の２名体制で退院促進と重複処
方の医療相談事業を実施している。
重複処方リストを全件確認し、医療機関へ情報提供を
行った。退院促進により９名退院した。

実施中

あいりん地域環境整備
事業（不法投棄ごみ対
策等）

　平成26年度に引き続き「萩之茶屋地域周辺まちづくり
合同会社」と契約を締結し、事業実施。ごみの不法投棄
抑制に向けた24時間体制の巡回活動及び毎日の早朝清掃
作業、調査活動・啓発活動、迷惑駐輪対策、露店の実態
調査、落書き対策、あいりん地域野宿生活者自立支援プ
ログラムを実施中。

実施中

あいりん地域環境整備
事業（防犯カメラ・安
全対策拠点整備）

・防犯カメラ：防犯カメラ42台の運用・維持管理を行う
とともに、増設に向けて関係機関と調整中。
・安全対策拠点整備：年度内の工事契約、28年夏の完成
に向けて実施設計を進めている。

実施中

あいりん地域環境整備
事業（駐輪対策等）

・南海電鉄㈱と南海高架下自転車置場設置工事等に向け
た協議を実施中であるとともに、測量・設計業務および
工事準備を進めている。
・自転車置場（銀座通）の設計業務委託を8月に契約し
ている。尼崎平野線、阪堺線西側については、自転車置
場整備工事を年度内完成に向けて調整中。

実施中
27年度

新規事業

環境整備業務 19 環境局

　あいりん地域内の不法投棄ごみについて日曜日を
除く毎日収集を行うとともに（あいりん地域環境整
備事業と連携）、不法投棄の抑止や悪質な不法投棄
対策として、不法投棄の多い５箇所に人感センサー
付き照明灯及び監視カメラを設置し監視を行う。

　あいりん地域内の不法投棄について、日曜日を除く毎
日、収集を行っている（あいりん地域環境整備事業と連
携）。
　不法投棄の抑止や悪質な不法投棄対策として監視カメ
ラでの監視体制を継続実施している。

実施中

272,216 西成区

あいりん地域において、地域住民等と行政が協働
し、自律的に不法投棄ごみが少ないきれいなまちづ
くりをめざす。平成27年度はさらなる環境改善をめ
ざし、迷惑駐輪・落書き・違法露店対策にも取り組
む。また、事業への就労等による自立の結果とし
て、不法占拠のテント・小屋掛けなどを減らしてい
く。路上の迷惑駐輪の解消をめざし、自転車置場を
確保・整備する。
　また、いまみや小中一貫校の通学路への防犯カメ
ラの設置など安全確保の取り組みを進め、安心して
通学が出来る環境づくりを行う。



子ども安全確保事業 4,644 西成区

　地域の方や学校関係者による「子どもの安全確
保」についてのワークショップを開催し、見えてき
た課題を解決に向けて考え、地域・学校・区で意識
の共有化を図りながら連携を深める。また、ワーク
ショップにおいて防犯カメラで効果的に犯罪抑止が
見込まれる場所を選定し、区が防犯カメラを設置、
地域が維持管理することで子どもに対する被害数の
削減を図る。

　プロポーザル方式により今年度の実施事業者を決定
し、防犯カメラの設置に向け、地域においてワーク
ショップを順次、開催中。

実施中

地域安全・防犯対策事
業

1,951 西成区

　警察・行政・住民等が協働し、地域の特性・実情
や犯罪の発生状況に応じた防犯対策を進め、街頭犯
罪の発生抑止を図る。
　また、地域の自主防犯活動活動への支援及び活動
団体との連携を行なうことにより、地域住民自らが
防犯活動に参加しやすい環境を作り、自主防犯活動
の定着・拡大を図るとともに、効果的な防犯活動を
実施する。
　さらに、青色防犯パトロール車両及び自転車によ
る巡回、遠足の付添いなどこどもの安全対策に取り
組むとともに、塾やスポーツ教室などの行き帰り
に、防犯ビブスと防犯ブザーを身につけてもらう
「ジャガピーズ」の活動や小学校・保育所などでの
防犯教室を通じて、子どもの頃から防犯意識を養う
ことにより、防犯意識が高く犯罪の起こりにくいま
ちづくりを目指す。

・ひったくり防止カバーの無料取り付けキャンペーン、
地域協力店での防犯啓発を実施中。
・子ども防犯啓発活動「ジャガピーズ」、自主防犯活動
団体支援、落書き消去活動支援など各種制度の募集、支
援などを随時実施中。
・子どもの登下校時の見守り、遠足等の最寄り駅までの
付添いや放置自転車対策、落書き発見、不審者等への対
応等：随時実施中。
・防犯・交通安全教室を区内小学校、幼稚園及び保育所
において実施中。

実施中

平成26年
度「地域
安全事
業」及び
「防犯対
策事業」
を再構築
のうえ事
業名を変
更



２．将来に向けた中長期的な対策

事業名
27年度予算
（千円）

事業
実施担当

事業概要 備考

プレーパークモデル事
業

6,725 西成区

　西成区が常設をめざすプレーパークを実現するた
めに、平成26年度のモデル事業によって判明した結
果と課題をふまえ、約２ヶ月間のモデル実施を行
い、さらなる課題の抽出、検証等を行い、西成プ
レーパーク開設に向けた具体的な基本計画をまとめ
る。併せて、運営に関わる地域ボランティア等の人
材育成や、周知・広報活動に取り組む。

・8月20日から9月30日まで、もと津守小学校・幼稚園に
おいて「にしなりプレーパーク」モデル事業実施
・10月以降は毎週日曜日に開催し、出張型プレーパーク
や冬休み・春休み期間中の実施についても調整中。
・実行委員会を定例で開催。
・人材育成研修についても、開催時期等を調整中。

実施中

いまみや小中一貫校の
開校にかかるスクール
バス運行事業

23,247
教育委員会

事務局

　いまみや小中一貫校の開校に伴う３小学校の統合
による通学路の急激な変化や、校区内の環境改善に
対する地域、保護者の要望を考慮し、平成27年４月
に開校する新今宮小学校の児童を対象とするスクー
ルバスを校区内において一定期間運行することによ
り保護者、児童が安心して通学できる環境を整え
る。

４月８日からスクールバス運行開始中 実施中
27年度

新規事業

西成区基礎学力アップ
事業（西成まなび塾）

283 西成区

　学校教育を充実させるため、塾等の事業者に中学
校校舎等を活用した課外授業（補習）を実施するこ
とで、区内の中学生の基礎学力アップおよび居場所
づくりをめざす。

・鶴見橋中学校，西成区役所の２箇所で各週２回「西成
まなび塾」を実施。受講生合計約80人。
・28年度「西成まなび塾」の拡充に向けて関係機関と調
整中。

実施中

西成情報アーカイブ
ネット企画運営事業

2,571 西成区

　大阪市立大学地域連携センターと連携し、地域に
所在する、歴史的・文化的・学術的に貴重な資料を
デジタルアーカイブ化し、学術研究に資するととも
に、資料や写真の展示を行うなど、西成のまちの成
り立ちや地域の姿についての正しい認識とイメージ
を発信していく。

事業開始（平成25年７月１日事業開始）
常設展示
塩崎おとぎ紙芝居博物館所蔵資料のデジタル化作業実施
（平成26年４月作業開始）
区内小学校への出張授業の実施（６・７月）
10月に新拠点へ移転するための準備

実施中

現代芸術振興事業 8,870 経済戦略局

現代芸術家の育成のため、作品の制作、発表機会を
提供する。制作にあたっては、フィールドワークや
作品制作を通して、地域の資源を活用して、市民と
交流することとし、まちなかで市民が現代芸術にふ
れる機会を創出する。

　平成27年度ブレーカープロジェクト事業¹実施中(一
部、ワークショップを昨年度から継続実施中）
・10月～　「レジデンス・パラ陽ケ丘（ナイトステイプ
ログラム」
・11月15日　　「いまみや踊る秋祭り」
・平成28年2月または3月　「事業成果発表会」（予定）

¹平成15年より大阪市の文化事業としてスタートした事
業であり、芸術と社会をつないでいくことを目的とし、
表現者と鑑賞者双方にとって有効な創造活動の現場をま
ちの中に開拓していく地域密着型アートプロジェクト。

実施中

進捗状況



西成区イメージアップ
推進事業

7,003 西成区

　路面電車、大衆演劇、レトロ感覚あふれる商店街
など、人情味ゆたかな西成のまちの魅力を内外に発
信するため、引き続きあらゆるメディアを使ったプ
ロモーションに取り組む。
　桂文枝さんに西成ＰＲ大使に引き続き就任いただ
くほか、セレッソ大阪や大阪フィルハーモニー交響
楽団など、西成にゆかりのある著名人や団体との連
携をすすめる。

・４月１日付イメージアップキャンペーン事業委託契約
締結
・７月 マスコットキャラクターグッズ作成（クリア
ファイル
・８月 セレッソ大阪区民デー開催
・区内イベントにタレント派遣
・９月 区制90周年記念事業の開催

実施中

「ものづ
くり活性
化事業」
を統合

基礎学力向上支援事業 9,933 西成区

　区内小学生（３年・４年）に対し、夏休み等の長
期休暇を利用して、この学年において躓く可能性が
高い算数と国語を中心に、専門的・集中的な学習支
援を行うことにより、「学ぶことの大切さ」「楽し
さ」を実感することで学習意欲を高め、基礎学力の
定着や学習習慣の確立をめざす。

・夏休みの7月・8月の期間に区内８小学校で小学生３・
４年生を対象に「西成ジャガピースクール」を開始。
・西成区校長会にて夏休み開催の「西成ジャガピース
クール」の実施状況報告

実施中
27年度

新規事業

西成区簡易宿所設備改
善助成事業

20,000 西成区

　西成区において、ビジネス・観光客受入のため
に、既存の簡易宿所の設備の改善等を行う簡易宿所
事業者に対して、助成金を交付することにより、観
光客受入の増加を促し、地域の活性化を図るととも
に、観光客の宿泊場所を確保し、大阪全体の観光客
受入体制の整備につなげる。

・６月23日要綱制定し、本助成金事業募集に係る申請要
項を公開するとともに簡易宿所事業者向けの説明会を開
催
・８月19日から25日まで助成金交付申請受付
・８月27日、助成金交付申請に関する審査会開催
・９月29日、助成金交付決定を通知

実施中
27年度
新規事業



３．将来のための投資的プロジェクトや大規模事業

事業名
27年度予算
（千円）

事業
実施担当

事業概要 備考

西成特区構想エリアマ
ネジメント協議会運営
事業

4,339 西成区

　西成特区構想においては、地域と行政が共に、ま
ちづくりに関して意見交換を行いながら事業の立
案・具体化するプロセスを重視しており、有識者・
住民・団体・行政等からなる「エリアマネジメント
協議会」を継続して開催し、施策の具体化において
住民の意見を反映するとともに、既に事業化してい
る施策についてのチェックも住民とともにおこな
い、必要に応じ見直しを行う。

　・あいりん地域まちづくり会議、各テーマ別検討会議
を順次、開催。各専門部会については、開催に向けて準
備中。

実施中

平成26年
度「西成
特区構想
調査費」
を再構築
のうえ事
業名を変
更

大阪社会医療センター
基本構想費

2,916 福祉局

　大阪社会医療センターについては、効率的で自立
した経営を目指しつつ、あいりん地域並びに周辺の
居住者及び生活困難者に対して、必要かつ迅速な治
療を行い、地域住民の保健と福祉の増進に寄与する
ための機能や施設整備などが求められており、医療
に関する専門的なノウハウを有している民間事業者
を活用して、民間視点で調査、分析、を行い、提案
を受けるものである。

　社会医療センターの建替え・移転、医療機能に関する
調査・分析・提案のためのコンサルタント業務を平成27
年４月に契約。委託事業者から、基本構想策定にかかる
報告書を9月末、提出。

実施中
27年度
新規事業

　◆大阪府・大阪府警・大阪市　あいりん地域を中心とする環境整備の取組み「５か年計画」事業


事業名
27年度予算
（千円）

事業
実施担当

事業概要 備考

薬物依存症者等ケア強
化事業

3,356 健康局

　薬物依存者本人に対する支援専門プログラムの実
施や悩みを抱える家族への支援、薬物依存症者を支
援する機関の職員に対する専門研修を実施すること
で、薬物依存者に対する専門的ケアを推進し、早期
回復を図るための体制づくりを進める。

 当事者支援専門プログラム事業については、委託先医
療機関にて4月より実施中である。家族心理教育事業に
ついては府が7～2月、市が2～3月に実施予定である。薬
物依存症者を支援する関係機関職員には、府が7～11月
に事例検討会、2月に研修を実施予定であり、医療機関
職員には12月・2月に府が研修を実施予定である。
　社会復帰支援の強化については、府が11・12・1月に
開催する当事者支援ネットワーク検討会議に市も参加予
定である。

実施中

進捗状況

進捗状況


